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規 則

北海道農業近代化資金利子補給規則の一部を改正する規則をここに公布する。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
北海道規則第 号

北海道農業近代化資金利子補給規則の一部を改正する規則
北海道農業近代化資金利子補給規則（昭和 年北海道規則第 号）の一部を次のように改

正する。
第２条の表中「年 パーセント」を「年 パーセント」に改める。

附 則

１ この規則は、公布の日から施行する。
２ この規則による改正後の北海道農業近代化資金利子補給規則の規定は、平成 年 月
日以後に利子補給についての知事の承認を受けた農業近代化資金について適用し、同日前
に利子補給についての知事の承認を受けた農業近代化資金については、なお従前の例によ
る。

告 示

北海道告示第 号

昭和 年北海道告示第 号（農業振興地域の指定）等の一部を次のように改正する。
その農業振興地域の区域を表示した図面は、北海道農政部農業経営局農地調整課及び関係
支庁に備え置いて縦覧に供する。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 昭和 年北海道告示第 号の一部を次のように改正する。
深川地域の事項中「 から 林班の区域」の次に「、滝川市有林野の （ 小班の区

域に限る。）、 （１から まで、 及び 小班の区域に限る。）及び （１から まで
の小班の区域に限る。）林班の区域」を加え、芽室地域の事項中「平成 年北海道告示第
号」を「平成 年北海道告示第 号」に改め、網走地域の事項中「平成７年網走市告

示第 号」を「平成 年網走市告示第 号」に、「網走事業区」を「網走東部森林計画
区」に改める。
２ 昭和 年北海道告示第 号の一部を次のように改正する。

訓子府地域の事項中「、置戸営林署訓子府苗畑事業所の区域」を削る。
３ 昭和 年北海道告示第 号の一部を次のように改正する。
上磯地域の事項中「上磯地域」を「北斗地域」に、「平成 年北海道告示第 号によ

り変更告示された後の旧上磯町の市街化区域及び平成 年北海道告示第 号により変更
告示された後の旧大野町の市街化区域」を「平成 年北海道告示第 号により変更告示
された後の北斗市の市街化区域」に改める。

北海道告示第 号

昭和 年北海道告示第２号（漁船損害等補償法の規定に基づく加入区の指定）の一部を次
のように改正する。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
１法第 条第２項本文の規定により漁業協同組合の地区の区域の全部を加入区とするも
のの表中ひだか加入区の項の次に次の１項を加える。
日高中央加入区 浦河郡浦河町、様似郡様似町字平宇のうちビライト川以東を除く区域

及び字鵜苫の区域
２法第 条第２項ただし書の規定により漁業協同組合の地区の区域の一部を加入区とす
るものの表中荻伏加入区の項、浦河加入区の項及び様似加入区の項を削る。
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北海道告示第 号

次のとおり一般競争入札により落札者を決定した。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 落札に係る特定役務の名称及び数量
漁業取締船北王丸上架修理工事 一式

２ 落札を決定した日
平成 年９月 日

３ 落札者の氏名及び住所
氏 名 稚内港湾施設株式会社
住 所 稚内市末広１丁目１番 号

４ 落札金額
円

５ 競争の相手方を決定した手続
一般競争入札

６ 一般競争入札の公告
平成 年８月４日付け北海道告示第 号

７ 契約に関する事務を担当する組織の名称及び所在地
名 称 北海道水産林務部水産局漁業管理課
所在地 札幌市中央区北３条西６丁目

北海道告示第 号

農林水産大臣から、次のように保安林を指定する予定である旨、森林法（昭和 年法律第
号）第 条の規定による通知があった。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 保安林予定森林の所在場所 中川郡美深町字仁宇布 の１（次の図に示す部分に

限る。）
指 定 の 目 的 水源のかん養
指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

主伐に係る伐採種は、定めない。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。
２ 保安林予定森林の所在場所 紋別郡雄武町字道有林１の１（次の図に示す部分に限

る。）
指 定 の 目 的 水源のかん養
指 定 施 業 要 件
ア 立 木 の 伐 採 の 方 法

次の森林については、主伐は、択伐による。
字道有林１の１（次の図に示す部分に限る。）
その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。
主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市
町村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
間伐に係る森林は、次のとおりとする。

イ 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。
（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を北海道水産林務部
林務局治山課及び関係町役場に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第２項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する予定である。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除予定保安林の所在場所 白糠郡白糠町オレウケナイ１（次の図に示す部分に限

る。）
２ 保安林として指定された目的 水源のかん養
３ 解 除 の 理 由 道路用地とするため
（「次の図」は、省略し、その図面を北海道釧路支庁産業振興部林務課及び白糠町役場に
備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第１項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除に係る保安林の所在場所 厚岸郡浜中町茶内西十三線 、 、 、茶内西十四線

、 、
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２ 保安林として指定された目的 風害の防備
３ 解 除 の 理 由 指定理由の消滅

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２第２項の規定により、次のように保安林の指
定を解除する。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 解除に係る保安林の所在場所 釧路郡釧路町中央十丁目６の２、 の３、字別保原野

南二十四線 の
２ 保安林として指定された目的 霧害の防備
３ 解 除 の 理 由 道路用地とするため

平成 年 月７日
北海道知事 高 橋 はるみ

１ 指定施業要件の変更に係る保 中川郡中川町（次の図に示す部分に限る。）
安林の所在場所

２ 保安林として指定された目的 干害の防備
３ 変 更 後 の 指 定 施 業 要 件

立 木 の 伐 採 の 方 法
ア 主伐は、択伐による。
イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町
村森林整備計画で定める標準伐期齢以上のものとする。
ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。
立 木 の 伐 採 の 限 度 次のとおりとする。

（「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を北海道上川支庁産
業振興部林務課及び中川町役場に備え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の３において準用する同法第 条の規定による保
安林の指定施業要件の変更の予定の通知に係る次の者の所在が不分明なので、同法第 条
の規定により、その通知の内容を関係町役場の掲示場に掲示した。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 所在が不分明な者

久遠郡せたな町瀬棚区北島歌 の５所在の森林について所有権を有する
田 中 優 子

掲 示 場 所 せたな町役場
通 知 の 要 旨 平成 年北海道告示第 号

２ 所在が不分明な者
爾志郡乙部町字三ツ谷 、 、 所在の森林について所有権を有する

岡 島 裙 子
掲 示 場 所 乙部町役場
通 知 の 要 旨 平成 年北海道告示第 号

３ 所在が不分明な者
苫前郡苫前町字栄浜 の１所在の森林について所有権を有する 奥 泉 仁 郎
掲 示 場 所 苫前町役場
通 知 の 要 旨 平成 年北海道告示第 号

北海道告示第 号

農林水産大臣から、次のように保安林の指定を解除する予定である旨、森林法（昭和 年
法律第 号）第 条の規定による通知があった。

平成 年 月７日
北海道知事 高 橋 はるみ

１ 解除予定保安林の所在場所 雨竜郡幌加内町・沙流郡日高町（以上２町国有林。
次の図に示す部分に限る。）

保安林として指定された目的 水源のかん養
解 除 の 理 由 道路用地とするため

２ 解除予定保安林の所在場所 斜里郡小清水町（国有林。次の図に示す部分に限
る。）

保安林として指定された目的 水源のかん養
解 除 の 理 由 用排水路用地とするため

３ 解除予定保安林の所在場所 寿都郡寿都町（国有林。次の図に示す部分に限る。）
保安林として指定された目的 土砂の流出の防備
解 除 の 理 由 指定理由の消滅

（「次の図」は、省略し、その図面を北海道水産林務部林務局治山課及び関係町役場に備
え置いて縦覧に供する。）

北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の２の規定により、次のように保安林の指定施業
要件を変更する。
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北海道告示第 号

森林法（昭和 年法律第 号）第 条の３において準用する同法第 条第３項の規定に
よる保安林の指定施業要件の変更の通知に係る次の者の所在が不分明なので、同法第 条
の規定により、その通知の内容を名寄市役所及び関係町役場の掲示場に掲示した。
平成 年 月７日

北海道知事 高 橋 はるみ
１ 所在が不分明な者

瀬棚郡今金町字御影 の５所在の森林について所有権を有する 川 崎 敏 治
瀬棚郡今金町字御影 の１、 の２所在の森林について所有権を有する

鈴 木 富貴子
瀬棚郡今金町字御影 の１所在の森林について所有権を有する 横 井 順 子
掲 示 場 所 今金町役場
通 知 の 要 旨 平成 年農林水産省告示第 号

２ 所在が不分明な者
名寄市字朝日 の３所在の森林について所有権を有する 平 間 庄之助
名寄市字朝日 の２所在の森林について所有権を有する 平 間 一 郎
掲 示 場 所 名寄市役所
通 知 の 要 旨 平成 年農林水産省告示第 号

３ 所在が不分明な者
中川郡美深町字六郷 の３、 の４、 の５所在の森林について所有権を有する

石 崎 隆 之、石 崎 康 一
掲 示 場 所 美深町役場
通 知 の 要 旨 平成 年農林水産省告示第 号
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